
章 款 項 目

島原水まつり経費

平成

令和

始期

終期

　長きにわたり続いていくような、年代を問わず、参加する人も見る人も楽しめ、地域に活力を与えるまつ
りを継承および創造し、観光客の誘致に寄与することを目的とする。
○地域特有の自然、歴史、伝統、文化等を活かしたまつりの企画・運営
○関係団体と連携したイベント等の実施

　島原まつり運営委員会

4,754

前年度繰越金

次年度繰越金
（②－①）

その他雑収入

②
歳
入
内
訳
（

千
円
） 4,993 4,596

4,612

事
　
　
業
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概
　
　
要
　
　
等

補 助 金 交 付 の
対 象 （ 団 体 名 等 ）

実
施
期
間

68

　各種イベントごとに収支状況や集客状況等の分析を行い、目標に対する成果指標の検証を行う。
また、次年度開催に向けて改善すべき点の洗い出しを行い、イベント内容の充実や収支改善等に繋げたい。

事業の背景及び概
要（現状、課題）、ま
たは交付団体の活
動目的、活動内容
など

基
本
事
項

1509

年度から

年度まで

観光イベント等開催補助金

予　算
科　目

7

実施を義務付ける規定

3

　　　　　　　　年度
区分

①　団体等事業費
(千円）

補助金交付額(千円）

28

補助金の使途
についての特
記事項等

3,233

関 連 す る 市 勢 振 興
計 画 の 基 本 計 画

目
標

施
策

区　分

根 拠 法 令 等 島原市観光振興事業補助金交付要綱

年度

事 務 事 業 評 価 票 [ 市 単 独 補 助 金 ] 2 年度令和

担当課 しまばら観光おもてなし課

整理番号

1

補 助 金 （ 事 業 ） 名

会 費 等

市 補 助 金

3,178

補助金交付内容等

〈 積 算 基 礎 等 ）

令和２年度（予算の範囲内での定額補助）　（当初予算額）１２，６００千円　⇒　（交付決定額）３，３５０千円
　○島原水まつり　　　　　　　　　　　　　５００千円　○しまばら温泉不知火まつり　　　　　１，０００千円
　○精霊流し行事　　　　　　　　　　　５，８００千円　○島原ウィンターナイトファンタジア　２，７７０千円
　○島原温泉ガマダス花火大会　　　　　１，０００千円　○事務局経費　　　　　　　　　　　　　　　１０千円
　○島原城薪能　　　１，１００千円　⇒　　５８０千円　※見消分は、新型コロナの影響により中止又は規模縮小
　○風除祭り・秋祭り　　　　　　　　　　　４２０千円　　となったもの

実　績

金　額

実　績

年度

その他の助成金

12,600

450

風除祭り・秋祭り経費 1,325

0200

100

事
 

業
 

費
 

等
 

の
 

推
 

移

島原温泉ガマダス花火大会経費

1

0

5,893

年度の当該団体等の事業費の主な内訳  (市補助金が充当されていると思われるものから順に記載)  （単位：千円）

－

金　額

精霊流し行事経費

2,014

項　　　　　　　目

まつり運営委員会経費 7

島原城薪能経費

1,003

島原ウィンターナイト・ファンタジア経費

3,818 4,5314,612

4,996

項　　　　　　　目

5,528

しまばら温泉不知火まつり経費

予算額

15,700

450

14,000

実　績

26,788

年度

実　績

130 年度

12,600

26,242

29

15,700 14,000

6,9486,783 06,908

3,818

3,518

3,350

目 指 す 成 果

〈交付対象団体等をどの
よう な状 態に した いの
か ）

3,350

年度2

23,999

継続 新規

あり なし



◎１次評価（自己評価）

（ ）

（ ）

◎２次評価

◎３次評価

予算措置額の増減：

（ ）

備
考

⇒ -1,600

備　　考

観光イベント等開催補助金

　各イベントにおいてPDCAサイクルを導入し、事業検証を行っている。今後は、次回開催に向けて改善点の洗い出しなど、イ
ベント内容の充実や収支改善に向けた自主財源の確保等を図られたい。

判　　　定

評　価　結　果　を　踏　ま　え　た　次　年　度　予　算　へ　の　反　映　状　況　　（☑）

○視点別分析
視　  　　　　点 現　状　分　析 説　　　　　　　　　　　　明

② 市 の 関 与 の 必 要 性

　それぞれのイベントは、年々市補助金の額が減少している中にあっても、
イベント規模を縮小させず、工夫を凝らし新たな財源の確保や経費の節減に
取り組まれている。しかしながら、これ以上、新たな協賛金等の確保が難し
い中で、現時点では、市補助金は妥当なものと考える。

① 助 成 事 業 の 効 果

③ 団 体 の 事 業 内 容 や

助成の在り方等の見直し
の

総 合 評 価

判
　
定

　それぞれのイベントは、それぞれが回数を重ね長きに渡るイベントや行事
となっている。市が誇る四季折々のイベントの顔となっているため、今後も
長期に渡り実施するためには、市補助金に頼らない別の恒久的な収入源の確
保が必須となってくる。　必要性

  Ｂ　見直しのうえで実施

○総合評価と今後の方向性

備　　考

見
直
し
の

方
向
性

判　　　定

　今後の課題と見直しの
　方向性（総合評価判定が
  Ｂ１～Ｂ４の場合）

課
 

題

　イベント終了後、事業検証も行っており、補助金が減額する中でも規模縮小はせず工夫を凝らした
内容の充実や財源確保や経費節減に取り組んでいる。
また、地域に活力を与えるまつりとして継承及び創造し参加する全ての人が楽しめ、併せて積極的に
情報発信することで観光客の誘客に努める。

　それぞれのイベントにおいてＰＤＣＡサイクルを導入しており、一定の成
果はある。

千円

休止･廃止の具体的方向性

判
定
理
由

意図した効果があがっている

ある程度効果がある。

あまり効果がない

分析できない

事業効果は後年度

必要性は薄れていない

少し薄れている

薄れている

不明

該当しない

見直しの必要はない

検討の余地はある

見直しの必要あり

補助額の削減

B1 事業規模の拡大 B2 事業規模の縮小

B3 事業内容の改善 B4 その他の見直し

Ａ 継続(特段の見直しは行わない）

Ｃ 休止（隔年実施など）

Ｄ 廃止（終期の設定も含む）

補助額の増加 補助の休止若しくは廃止 現状維持


